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＜経緯＞

池田町森林整備計画における目標の姿

＜カラマツ＞
長期安定的に製材工場の需要量を満たす

出材が可能となる齢級構成・資源量
＜天然林＞
製炭原木安定供給＆大径木の育成を目指した

小規模林業・育成木施業の実践
＜森林配置＞
公益的機能の十分な発揮を目的とした

ゾーニングの実施と作業道の配置



＜経緯＞

現状

＜カラマツ＞
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＜経緯＞

現状

＜天然林＞
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＜経緯＞

現状

＜森林配置＞ 事前踏査した上で

作業道を配置したのか

疑わしい箇所が散⾒される

旧作業道

皆伐時の

新設作業道



＜経緯＞

これまでの施策

平成３０年度～
池田町未来につなぐ森づくり推進事業
北海道の単独事業（標準経費の26％）に加えて

最大 ２０，０００円/ha（準備地拵）

最大 ２０，０００円/ha（植栽） の補助を開始

＜必要となる施策＞

・未来森対象外事業箇所における再造林の推進

・安定的に原⽊供給と環境への配慮を両⽴

・林地保全を図るため、無秩序な作業道開設の防⽌



＜今年度より実施する補助事業＞

池田町民有林管理推進事業

• 未来森対象外事業地における活着不良防止策活着不良防止策活着不良防止策活着不良防止策への補助

（最大１００，０００円/ha） （苗木保護管・保水材など）

人工造林

• 立木伐採率（２０％未満２０％未満２０％未満２０％未満）の間伐（最大１２０，０００円/ha）

• 町内林産施設への販売町内林産施設への販売町内林産施設への販売町内林産施設への販売は一定額を加算（最大５，０００円/ha）

• 育成木施業育成木施業育成木施業育成木施業の実施には一定額を加算（最大１０，０００円/ha）

間伐

• 上記事業＆国庫補助事業に付随する

作業道補修作業道補修作業道補修作業道補修に対する補助

（最大１，０００円/m）

作業道維持・補修



申請方法



＜申請方法＞

補助金申請から受取までの流れ
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＜申請方法＞

必要書類（申請時）

・事業計画書

・補助⾦等交付申請額算出調書

・経費の配分調書

・事業計画書

・その他町⻑が必要と認める書類
全般・・・事業実施の契約書など実⾏経費予定額が分かる書類

⼈⼯造林・・・資材費等の⾒積書

間伐・・・標準地調査野帳

作業道補修・・・補修区間のGPSデータ



＜申請方法＞

必要書類（実績報告時）

・事業実績書

・経費の配分調書

・事業実績書

・補助⾦等精算書

・その他町⻑が必要と認める書類
全般・・・実⾏経費が分かる書類、事業実施状況が分かる写真

⼈⼯造林・・・資材費等の請求書

間伐・・・販売先が発⾏した伝票（町内林産施設販売時のみ）

作業道補修・・・補修区間のGPSデータ



＜申請方法＞

注意事項とお願い

・申請時と実績報告時において、

補助⾦額が変わる可能性がある場合は

事前に町までご連絡ください。

・２０２１年以降、会計検査の対象となる

可能性が極めて高いため、

適正な事業実施をお願いします。

事業が適正に実施されない場合は、

補助要件の厳格化や事業⾒直しが必要になります


